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輸送と移動性

物質の輪のサブ柱。参照：管理, 調和の輪。




診断：無意識のデフォルトとしての輸送

工業化された国々のほとんどの人々にとって、輸送は選択ではなく、デフォルトです。あなたはある場所に生まれ、自動車文化が当たり前となり、成人期までに実は必要かどうかを検討することなく自動車を所有しています。自動車は年間数千ドルの支出、環境への著しい影響源、日々のコミットメント（通勤）、そして相応の危険因子（交通事故は多くの年代層における外傷死の主原因）となります。

しかし輸送は戦略的な決定としてほとんど検討されていません。自動車の購入は融資の利用可能性、ステータス不安、または習慣に動機付けられます。仕事に対する住まいの位置選択は価格と学校に基づいており、利便性に基づいていません。通勤時間は実際に過ごされる人生の一部ではなく失われた時間として扱われます。環境と経済的費用は意識の外に置かれています。

調和主義的観点からは、この無意識が実際の問題であり、特定の輸送様式ではありません。解決策は自動車を非難することや禁欲を要求することではなく、完全な気づきを問題にもたらすことです：私は物理的な世界をどのように移動すべきか？何の輸送が実際に私の人生と価値観に奉仕するか？





調和主義フレームワーク：主権の表現としての輸送

移動性―空間を通じて移動する能力―は自由と作用力の基本です。確実な輸送手段がない人は制約されています：彼らは仕事、医療、教育、または社会的つながりに容易にアクセスできません。輸送は贅沢ではなく、生活するための基盤です。

しかし輸送の種類、移動の頻度、およびその基盤への関係は意識的な選択に基づいて劇的に異なります。調和主義フレームワークは問います：何の輸送が実際に私のダルマと価値観に奉仕するか？これは修辞的な道徳化ではなく実用的な識別です。

少なくとも5つの関連する次元があります：地理的近接性（必要なものはどのくらい遠いか？）、エネルギー源（何があなたの輸送に動力を供給するか？）、自律性（あなたはツールを制御するか？）、費用（真の経済的負担は何か？）、および健康への影響（このモードはあなたの身体と意識にどのように影響するか？）。これらの次元全体を最適化することは、あなたの状況に固有の輸送戦略を生み出します。





移動性の階層

歩行： 最も基本的なモード、常に利用可能で、体と適切な靴のみを必要とします。歩行は心血管運動、場所への接続、そして世界を人間規模で移動することの心理的利点を提供します。ウォーカブルな近隣（食べ物、医療、学校などの必需品が徒歩で15～30分以内にある）は生活の質を劇的に向上させ、動力輸送への依存を減らします。

しかし多くの現代の近隣は意図的に自動車用に設計されています：広い道路、分散したゾーニング、歩道なし。そのような場所では歩行は難しいまたは危険です。どこに住むかの地理的選択は従って一次的な支点です：ウォーカブルな近隣を選択することは、特定の家を選択することより重要であることが多く、それは数十年にわたって日常生活を形作ります。

自転車： 2番目に最も効率的なモード。自転車はあなたの範囲を拡張し（10～15マイルは容易）、人間規模の移動を維持します。燃料を必要とせず、排出物を生じさせず、初期投資は約500～2000ドル、年間200ドルのメンテナンス、そして心血管運動を提供します。主な制約は天候（十分なレイン用具は季節を延長する）と地形（電動アシスト自転車は丘での実現可能性を拡張する）です。

中距離（5～20マイル）では、駐車とトラフィックを説明するとき、自転車は多くの場合運転より速いです。心理的利点は実質的です―環境への直接的な接続、人間動力移動のフロー、あなた自身の車両を維持する力量。

公共輸送： 列車、バス、および地下鉄は個人の車両所有を必要とせずに移動性を集団に拡張します。公共輸送は密集した都市地域で最も効率的であり、利用者が基盤を正当化します。そのような地域では、人は自動車なしに住み、より長い距離に輸送を使い、短い距離に歩行を使うことができます。

公共輸送の制約はあなたが制御しないスケジュールと経路への依存です。利点は費用（月間パスはしばしば50～100ドル、自動車所有よりはるかに少ない）、ストレスの低減（あなたは運転していない）、そして読書、仕事、または道路への注意の代わりに休息に輸送時間を使う能力です。

動力車両（電気）： 自転車を超える距離と公共輸送のない場所では、動力車両が必要になります。燃料源の選択が一次的です：電気対燃焼。再生可能電気で動力を供給される電気自動車（EV）は、内燃エンジンのエネルギー効率の約4～6倍であり、ゼロのローカル排出物を生成します（ただし上流排出物は電気グリッドのエネルギーミックスに依存します）。運用費はより低い（電気はガソリンより安く、より少ない動く部品はより低いメンテナンスを意味します）。主な制約は初期費用（EVは20～30%より高い）、充電基盤の利用可能性、および範囲（典型的には200～300マイル、ほとんどの日常使用に適切ですがより長い旅行に計画を必要とする）です。

エネルギー独立と長期復元力に専念する人々にとって、ホーム太陽から充電されるEVが最も一致した選択です。クリーンな電気グリッドの地域では、EVは燃焼に環境的に優れています。化石燃料が重い電気グリッドの地域では、EVはまだ燃焼より効率的ですがそれほど劇的ではありません。

動力車両（燃焼）： 内燃エンジンはその廃止にもかかわらずデフォルトのままです。新しい燃焼車両は、あなたが購入する最後である可能性があります。10～20年以内に、先進国では新しい燃焼車両の製造は可能性が高いです。財務的観点から、現在新しい燃焼車両を購入する決定は悪い投資です―これらの車両は急速に廃止され、炭素税の未来で燃焼は高くなります。

燃焼車両が必要な場合（不十分なEV基盤、長距離輸送など）、賢く選択します：燃料効率、信頼性、および寿命を優先してください。250,000マイル以上運転される高効率車両は、100,000マイルごとに交換される低効率車両より低い総環境影響を有しています。





地理的配置：どこに住むか

輸送に関する単一の最高レバレッジ決定は、あなたがどこに住むかを選択することです。仕事、食品雑貨店、および医療施設への30分の歩行範囲内に住む人は、郊外に住み、仕事に往復45分通勤する人とは根本的に異なる輸送足跡と生活の質を有しています。

この決定は経済学（住宅価格）、家族（親戚への近接性、学校の質）、および個人的嗜好（気候、景観、コミュニティ）に制約されます。しかしそれは予定されていません。重要なもの―仕事、家族、サービス―への地理的近接性を他の要因（自宅のサイズ、近隣のステータス、不動産の価格）より優先する意識的な選択は、連鎖的な利益を生み出します：より少ない通勤時間（時間は人生です）、より低い輸送費用、低減された環境影響、歩行と自転車のより多くの機会、より強い関係コミュニティ接続。

場所に対する作用力を持つ人々にとって、これが最初の決定です：第一に必要なものへの近接性に基づいて住む場所を選択し、第二にウォーカブルと生活可能性に基づいて、第三に家自体に基づいて。





遊牧民の選択肢

すべての人がすべて単一の場所に根付いているわけではありません。いくつかの職業は地理的移動を必要とします：フィールドワーク、移動する専門家、コンサルタント、機関間で移動する教師。いくつかの人々は移動と新しさに構成的に引きつけられています。遊牧民または半遊牧民の道は有効ですが、異なる輸送思考を必要とします。

遊牧民の人にとって、関連する輸送基盤は：信頼できる長距離輸送（空気、列車、または信頼できる車両）、適切な荷物と梱包システム、および輸送失敗のためのバックアップ計画です。遊牧民主義は意識的（あなたは何時どこで移動するかを制御する）ではなく強制的（あなたは絶えず仕事の要求によって中断されている）ときに最もよく機能します。意図的に年に4ヶ月旅行し、8ヶ月根付いている人は、常に好みに対して道路上にあるコンサルタントより移動への根本的に異なる関係を有しています。





車両管理

あなたが車両を所有する場合、管理は最重要です。良く維持される車両はより信頼でき、より安全で、より長持ちします。重要な慣行：定期的なオイル変更（またはEVの流体チェック）、タイヤローテーションと圧力チェック、ブレーキ検査、および新しい問題が複合する前の即座の修理。

車両は可能な限り長く保持されるべきですが、それはあなたに確実に奉仕します。修理費用が交換費用に近づくか、信頼性が疑わしくなると、交換が慎重になります。一度購入し、可能であれば数十年保持します。これはより低い総費用とより低い環境影響を有しています頻繁な交換より。

車両を購入する人々：信頼性評価を調査し、総所有コスト（燃料、メンテナンス、保険、減価償却）を検討し、実際に10年以上保持する予定のモデルを選択します。最も高い車は頻繁に交換するものです。





エネルギー独立と復元力

不動産とエネルギーシステムに対する作用力を持つ人々にとって、輸送の戦略的使用はエネルギー独立と統合されることができます。屋根太陽光を有する家は太陽からEVを充電することができ、効果的に燃料を無料でローカルにします。これは賃借人またはアパートの居住者に利用できませんが、不動産を持つ人々にとって、それはエネルギー主権の最も緊密にアクセスできるバージョンを代表します。

BC HQの明示的なビジョンはこの原則を組み込みます：太陽光充電基盤を有する住居、保存されたエネルギーから動作できる車両、および外部燃料供給からの独立。これは主流ではありませんが、太陽光費用が減少し続けEV採用が加速するにつれてますますエネルギー可能です。





実用的次元：輸送戦略

ほとんどの人々にとって、輸送戦略はこれらのアーキタイプのいずれかを含みます：

ウォーカブルな近隣、最小限またはなし自動車： 歩行が日常的なニーズをカバーする密集した近隣に住み、公共輸送はより長い距離をカバーし、時折のより長い旅はレンタル車両またはライドシェアで行われます。これは輸送費用を最小化し、心血管利点を生み出し、人生を単純化します。特定の地域（密集した都市地域）でのみ可能です。

混合様式の移動性： 適切なウォーカビリティと公共輸送を有する近隣に住みます。中距離に自転車を使い、より長い距離または天候イベントに自動車を使い、短い距離に歩行を使い、柔軟性を有し、日常の自動車依存のコストと責任なし。これはほとんどの人々にとって最適なスイートポイント―柔軟性なし日常の自動車依存のコストと責任。

自動車依存単一車両世帯： 車両を必要とする場所に住みますが、単一の車両に最小化します。長寿命で信頼でき、燃料効率の良い車両を優先してください。可能であれば電気にすることを検討してください。利用可能な場合、日常通勤に公共輸送を使用します。コストと責任を受け入れますが、最小限に保ちます。

自動車依存複数車両世帯： これは一般的なアメリカのデフォルトですが、最も管理に配慮されたものです。2台以上の車両は大部分の時間駐車し、高い保険とメンテナンス費用、交通渋滞、環境影響。これが現在の現実である場合、戦略的質問は：上記のパターンの1つに向かって移動できますか？引っ越しできますか？通勤距離を減らすために仕事を変更できますか？リモート仕事をネゴシエートできますか？制約は通常経済または社会的ですが、質問は尋ねられ、定期的に再検討されるべきです。





輸送と自由

究極的には、輸送は自由に関するものです：必要なものにアクセスする能力、あなたの仕事を追求する能力、関係を維持する能力、乗客ではなく作用力として世界を通じて移動する能力。輸送への調和主義的アプローチは移動を最小化することではなく（禁欲）選択され、効率的で、あなたの価値観に配置されていることを確保することです。

仕事に歩く人、友人を訪問するために自転車を乗せる人、都市を探索するために輸送を使い、時折のより長い旅で運転する人は、トラフィックの中で毎日2時間の通勤に立ち往生している人が持たない種類の自由を実践しています。自由は単に外部的（地理的）ではなく内部的（あなたの移動を制御する作用力）です。



参照：物質の輪, 管理, 金融と富, 健康の輪＃運動。
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